
スマイル交流委員会　委員長　竜本　永幹

総務委員会　委員長　藤明　玲子

新見まちづくり委員会　委員長　山田　修久

地域未来創造委員会　委員長　松浦　隆造

青年部活動3年目で初めての委員長となり不安でした
が、委員の集まりも良く、活発に意見の出る委員会なの
で、委員の皆さんに助けられた一年となりました。本年
度は新型コロナウイルスの影響を受け、青年部としては
思い通りに事業が出来なく、用意した事業が行えない
等、苦労がありましたが、総務委員会としては、書類関
係や運営は、関係なく進めていくことが出来ました。今
年度最初で最後の卒業式も無事開催出来一年を締めくく
る事が出来ました。一年間ありがとうございました。

一年間、スマイル交流委員会の委員長を務めさせてい
ただきました。初めての委員長ということで、不安があ
りましたが、副会長や委員会メンバーに助けて頂き楽し
く委員会活動が出来ました。本年度は、コロナ禍という
こともあり、なかなか事業が思うようにできませんでし
たが、来年度に向けて、コロナの事も考慮した事業がで
きるように色々と委員会メンバーと会議を重ねてきまし
た。来年度は、より一層楽しく皆様のスマイルが見れる
ような活動をしていくように努めてまいります。一年間
ありがとうございました。

初めて委員長をさせていただき、西村副会長をはじ
め、副委員長やメンバーの皆様に支えられ一年間務める
ことができました。新型コロナウィルスにより、当たり
前に行えた事業を断念せざるを得なかったりと当たり前
の有難さを感じる年でした。事業では、オンラインで時
流にあった補助金についての定例会事業や、災害時のマ
ニュアル・フロー作成など、会長の所信である「今こ
そ」を少しは体現化できたのではないかと思います。こ
の一年学んだことをこれからに活かして頑張りたいと思
います。一年間ありがとうございました。

本年度、初めての委員長の担いを頂きましたが、世間
同様コロナに翻弄された一年となりました。経験豊富な
メンバーと共にギリギリまでキッズタウン及び婚活事業
について検討と調整を行い、改めて人々の未知なる恐怖
や不安と葛藤を体験しました。しかし、同時に両事業に
ついて、市民や行政からの評価と期待の高さを実感させ
て頂きました。事業を行えませんでしたが、この貴重な
経験を次年度へと引継ぎ今年が意味ある一年となる様頑
張って参ります。一年間ありがとうございました。

薮木 健之
田中実業㈱

令和 2年 4月入会

太田　徹
名代中華そば山金
令和 2年 5月入会

藤井 達也
㈱新見ソーイングセンター

令和 2年 8月入会

山本 一妙
メナードフェイシャルサロン

令和 3年 4月入会

令和2年2月より猛威を奮う
新型コロナウイルス感染症に
より、新見市におきましても
飲食店や観光関連事業者を中
心に大きな影響を受けまし
た。日常生活においても、マ
スクの着用や手指消毒、3密
回避といった感染症予防対策
の徹底など変化を強いられる
1年でした。
青年部におきましても「キ

ッズタウン」をはじめ、「新
見を知ってもらい隊バスツア
ー」など予定しておりました

が、各委員会においてコロナ禍での開催方法について検討
を重ねた結果、今年度は中止とさせていただきました。
『「Just Now」∼今こそ我らができることを∼』をスロ
ーガンに、会員一同、コロナ禍においても地域の為、企業
の為に何かできることがないかということを念頭に置いて
活動してきました。オンラインでの会議や研修会など初め
ての試みも行い、都度変わる状況の中で、先を見据えて対
応することの重要性を学ぶことができた1年になったので
はないかと思います。
最後になりますが、本年度支えてくれた会員の皆様に感
謝いたします。来年度も直前会長として、皆様と一緒に頑
張っていきたいと思っています。1年間ありがとうござい
ました。

新見商工会議所青年部　広報誌
発行◆新見商工会議所青年部（新見商工会議所内）
〒718-0003 新見市高尾 2475-7
TEL(0867)72-2139 FAX(0867)72-0347
編集◆総務委員会
発行◆令和 3年４月

商工会議所青年部の英語名(Young Entreneurs Group)
の頭文字をとったものですが、同時に商工会議所青年部
の持つコンセプト(若さ、情熱、広い視野をもった経営者
=Youth,Energy,Generalist)を表しています。

新見商工会議所青年部
令和２年度会長

田原　宰
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スローガン



平成17年度より入会させてい
ただいてから18年間、大変お世
話になりました。振り返ってみる
と、感謝の言葉しかありません。
それまで私は新見YEGにほんの
少ししか知り合いがいませんでし
た。しかし、入会させていただい
てから段々とメンバーの皆様、そ

して多くの諸先輩方、後輩たちと知り合い、関わることが
できました。また、たくさんの事業に参加し、委員長、副
会長、会長まで経験させていただきました。その中で数多
くの学びと気付きを勉強させてもらうことができました。
分からないことばかりでご迷惑をお掛けしたことも多々あ
りましたが、その度、叱咤激励していただいたことを本当
に感謝しております。新見商工会議所青年部での活動は私
にとって、お金にもかえることができない財産です。最後
になりますが、このような機会を与えてくださった全ての
方々に心より御礼と感謝を申し上げます。本当にありがと
うございました。

伊田　久志

本年度をもって卒業いたします
森田 英寿です。平成28年の入会
から5年間在籍させていただきま
した。短い期間でしたが青年部活
動を通じて沢山の人と出会い、沢
山の貴重な経験をさせていただき
ました。5年間を振り返ると、ふ
るさとまつりの星空屋台村や家族

会、事業の後の懇親会など楽しかったことが思い出されま
す。委員長の役をいただいた時には、自社の仕事と青年部
の事業が重なるなど苦労したこともありましたが、それも
今では楽しい思い出です。今はコロナ渦で思うように事業
ができませんが、一日も早くコロナが収束し、新見YEG
らしくメンバーが楽しんで活動できる日が来ることを願っ
ています。5年間本当にありがとうございました。

令和3年3月22日、コロ
ナ禍ではありますが令和2
年度最後にして初の対面
での定例会が新見駅前伯
備3Fで感染症対策に気を
付けながら開催されまし
た。今定例会では会場に
集まり壇上で話す機会が
最初で最後という事で会
長をはじめ理事メンバー

それぞれ不完全燃焼だったかもしれませんが今年度を締め
括る挨拶が行われました。定例会行事は卒業式として今年
度卒業を迎える伊田久志君、岡﨑大君、佐々木秀臣君、中
村勝志君、橋本俊輔君、森田英寿君を和やかな雰囲気の中
送り出すと共に今年度の新見YEG全体としての活動を締
め括る事が出来ました。4月は、令和3年度の活動が始ま
ります。コロナ禍の状況はまだまだどうなるかわかりませ
んが、感染症対策にも気を配りながらしっかりとした足ど
りで活動して行きますのでよろしくお願い致します。

森田　英寿

令和2年度　新見商工会議所
青年部を卒業します。入会してか
ら、色々な事業に活動させていた
だき、県連にも出向をさせていた
だきました。そして、活動を通じ
て青年部メンバーとの交流もで
き、固い絆ができました。この経
験は、私自身の糧になりました。

今後も青年部卒業生として、皆様と共に新見市に貢献して
いきたいと思います。大変お世話になりました、今後とも
よろしくお願いします。

中村　勝志

早いもので、もう卒業を迎えま
した。入会が平成28年1月と遅く
入会したことも要因にあります
が、それ以上に、後半はやり残す
ことのないようにと一生懸命自分
に出来ることをとの思いでやって
きたせいか、本当にあっという間
の5年間でした。入会に当たって

は、当社の会長の指示で入会したと思っていたのですが、
実は私の嫁が裏で画策して、会長を動かして入会させられ
たことを、昨年になって嫁から打ち明けられ、真相を知る
こととなりました。嫁も怒るだろうと思いながら打ち明け
たらしいのですが、意に反して私はふぅ∼んであっけない
反応だったとの事。先日そのことを嫁に言われ、そんなこ
ともあったよなとすっかり忘れていました。良くも悪く
も、はっきり言って私は極度の忘れ症なもので、再度言わ
れなければ思い出すことはなかったでしょう。そんな入会
裏話ですが、入会当初に言われていれば怒ったでしょう
が、卒業年度に言われたものですから怒りようがありませ
ん。むしろ感謝です。こんな素晴らしいYEGに入会でき、
素晴らしい仲間たちと出会えたのですから。ただ、一つだ
け残念なことは家族との時間が減ったことでしょうか。そ
の家族も理解してくれ今を迎えることが出来ました。これ
からはもう少し遊んであげなければ。皆様、こんな私です
が5年間支えていただきありがとうございました。これか
らの皆様のご活躍を楽しみにしております。

岡﨑　大

令和3年1月27日に商
工会議所青年部第4回定
例会、定例会行事が行わ
れました。この度は、コ
ロナ影響を受けないため
に対策を行い必要最小限
のメンバーで運営を行
い、オンラインで行いま
した。田原会長が掲げて

います『Just Now』今こそ我々が出来ることを！とい
うスローガンのもと、定例会行事では「ウィズコロナ・
アフターコロナを見据えた補助金・助成金の活用につい
て」新見商工会議所経営指導員の三船氏にしていただき
ました。青年経済人として大変ためになる情報をありが
とうございました！オンラインでも、出席数は同じくら
いでした！今年度もあと僅かとなりますが、今出来るこ
とを行い、より良い地域社会が築けるよう新見商工会議
所青年部は活動していきます！

青年部では共に活動していただける会員を随時、募集して
おります。
青年部には様々な年代・業種の方が所属しており、交流と

研鑽を通じて豊かで住みよい地域づくり及び自社の発展を目
指して日々活動しております。
（入会資格）新見商工会議所の会員企業の経営者・後継者及
び事業所の推薦するもので年齢 50歳以下の方

今年度の新見商工会議所青年部組織表、
年間スケジュールはホームページをご覧
ください。
http://niimi-yeg.sakura.ne.jp/

会　員　募　集

第５回定例会・卒業式

第４回定例会
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